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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成29年8月17日(2017.8.17)

【公開番号】特開2016-98032(P2016-98032A)
【公開日】平成28年5月30日(2016.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2016-033
【出願番号】特願2014-238772(P2014-238772)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ  90/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   4/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  83/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ   90/00     　　　Ｈ
   Ｂ０１Ｊ    4/00     １０３　
   Ｂ６５Ｄ   83/00     　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月7日(2017.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉛直方向に延びる第１軸線に沿って円筒状に形成されるとともに上面に前記第１軸線方
向に延びる開口部が形成されかつ底面における前記開口部と一致する位置に凹所が形成さ
れた第１容器と、
　前記開口部に取り付けられる液体取出装置とを備え、
　前記液体取出装置は、
　前記開口部に取り付けられた状態で該開口部の内周面と接触する円筒状の円筒接触部と
、
　前記円筒接触部の下端に接続されるとともに前記開口部の内周面に沿って挿入される際
に内側へ弾性変形しかつ該開口部を通過した後に前記開口部の下端に係止される係止爪と
、
　前記係止爪の下端に接続されるとともに前記開口部の内周面に沿って挿入される際に該
内周面と接触する円筒状の円筒ガイド部と、
　第２軸線方向に延在するとともに前記第１容器の前記底面に向けて挿入されるサイフォ
ン管と、
　前記サイフォン管に連結される液体流路と前記第１容器の外部から供給される加圧用気
体を前記第１容器の内部空間へ導く気体流路とが形成された流路部とを有し、
　前記第１容器の前記開口部の上端から前記底面までの前記第１軸線方向の第１長さより
も前記円筒ガイド部の下端から前記サイフォン管の先端までの前記第２軸線方向の第２長
さが短く、かつ前記第１長さよりも前記係止爪から前記サイフォン管の先端までの前記第
２軸線方向の第３長さが長い液体取出システム。
【請求項２】
　前記第１軸線方向に沿って円筒状に形成されるとともに前記開口部を露出しかつ内周面
が前記第１容器の外周面と接触した状態で前記第１容器を収容する第２容器を備え、
　前記第１容器が樹脂製であり前記第２容器が金属製である請求項１に記載の液体取出シ
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ステム。
【請求項３】
　鉛直方向に延びる第１軸線に沿って円筒状に形成されるとともに上面に前記第１軸線方
向に延びる開口部が形成されかつ底面における前記開口部と一致する位置に凹所が形成さ
れた第１容器に取り付けられる液体取出装置であって、
　前記開口部に取り付けられた状態で該開口部の内周面と接触する円筒状の円筒接触部と
、
　前記円筒接触部の下端に接続されるとともに前記開口部の内周面に沿って挿入される際
に内側へ弾性変形しかつ該開口部を通過した後に前記開口部の下端に係止される係止爪と
、
　前記係止爪の下端に接続されるとともに前記開口部の内周面に沿って挿入される際に該
内周面と接触する円筒状の円筒ガイド部と、
　第２軸線方向に延在するとともに前記第１容器の前記底面に向けて挿入されるサイフォ
ン管と、
　前記サイフォン管に連結される液体流路と前記第１容器の外部から供給される加圧用気
体を前記第１容器の内部空間へ導く気体流路とが形成された流路部とを有し、
　前記第１容器の前記開口部の上端から前記底面までの前記第１軸線方向の第１長さより
も前記円筒ガイド部の下端から前記サイフォン管の先端までの前記第２軸線方向の第２長
さが短く、かつ前記第１長さよりも前記係止爪から前記サイフォン管の先端までの前記第
２軸線方向の第３長さが長い液体取出装置。
【請求項４】
　前記第１容器は、前記第１軸線方向に沿って円筒状に形成される第２容器に、前記開口
部が露出されかつ外周面が前記第２容器の内周面と接触した状態で収容されており、
　前記第１容器が樹脂製であり前記第２容器が金属製である請求項３に記載の液体取出装
置。
【請求項５】
　前記サイフォン管の先端には、該先端が前記凹所の底部に接触した状態で前記サイフォ
ン管の内部と前記凹所とを連通させる切欠部が形成されている請求項３または請求項４に
記載の液体取出装置。
【請求項６】
　前記円筒接触部の上端に接続されるとともに前記開口部の内周面の径よりも大径のフラ
ンジ部を有し、
　前記開口部に取り付けられた状態で前記フランジ部の下面が前記開口部の上端に係止さ
れる請求項３から請求項５のいずれか１項に記載の液体取出装置。
【請求項７】
　前記フランジ部の下面には前記第２軸線回りに延在する無端状の弾性部材が取り付けら
れている請求項６に記載の液体取出装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　上記構成の液体取出装置において、フランジ部の下面には第２軸線回りに延在する無端
状の弾性部材が取り付けられていてもよい。
　このようにすることで、フランジ部の下面と開口部の上端とが接触する位置に軸線回り
に延びる無端状のシール領域が形成される。そのため、第１容器の内部を加圧用気体によ
って加圧する場合であっても、第１容器の開口部と液体取出装置の隙間から加圧用気体が
外部へ漏れ出す不具合を抑制することができる。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　プラグ１０は、図２に示すように、円筒接触部１１と、係止爪１２と、円筒ガイド部１
３と、サイフォン管１４と、流路部１５と、フランジ部１６と、パッキン１７（弾性部材
）とを有する。
　円筒接触部１１と係止爪１２と円筒ガイド部１３と流路部１５とフランジ部１６とは、
樹脂材（例えば、ＨＤＰＥ（高密度ポリエチレン））により一体成形された略円筒形状の
部材である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　ソケット本体４１は、軸線Ｘ１方向に沿って略円筒状に形成される部材である。
　ソケット本体４１の内部には、軸線Ｘ１方向に延びる液体流路４１ａが形成されている
。液体流路４１ａの上端には内周面に雌ねじが形成された配管取付部４１ｂが設けられて
いる。配管取付部４１ｂには外部へ液体を導く配管（図示略）が取り付けられる。
　ソケット本体４１の内部には、ソケット本体４１を上端から下端まで貫通する気体流路
４１ｃが形成されている。気体流路４１ｃの上端には内周面に雌ねじが形成された配管取
付部４１ｄが設けられている。配管取付部４１ｄには、外部の供給源（図示略）から供給
される加圧用気体をプラグ１０へ導く配管（図示略）が取り付けられる。
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